
審議会等議事概要

令和６年度 第１回滝川市子ども・子育て会議 議事概要

日 時 令和６年６月２５日（火曜日）午後３時００分～午後３時３５分

開催場所 滝川市役所 ５階 庁議室

出席者 福田朗委員、猪股旬雄委員、種田貴志子委員、芳村元悟委員、山内祐子委員、佐藤幸恵
委員、粟井康裕委員、濱本有未代委員、宮本賀子委員
（欠席 原修二委員、皆川あゆみ委員、船奥保委員、齋藤真弘委員、鈴木敏之委員、髙
谷富士雄委員）
事務局：鎌田保健福祉部長、景由保健福祉部次長、高橋子育て応援課長補佐、長野主任
主事、橋本事務員

議 事 １．開 会

２．委嘱状交付

３．市長あいさつ

４．会長・副会長選出

＜条例第４条に基づき、委員の互選により選出＞
＜事務局に一任されることとなり、会長に粟井康裕委員、副会長に原修二委員を選出＞

５ 趣旨説明

①こども計画について
＜事務局より資料２に基づき説明 以下要旨＞

・こども基本法第10条により、市町村こども計画を作成することに努めることとされた。
・既存の各法令に基づく以下の市町村計画と一体のものとして作成することができるこ
と。
（子ども・若者育成支援推進法、子どもの貧困対策の推進に関する法律、次世代育成
支援対策推進法、子ども・子育て支援法 など）

・こども大綱を勘案して定めることとされ、以下の内容を計画に盛り込むことが求めら
れていること。
（少子化対策基本法第７条第１項に規定する総合的かつ長期的な少子化に対処するた
めの施策、子ども・若者育成支援推進法に第８条第２項各号に掲げる事項、子どもの
貧困対策の推進に関する法律第８条第２項各号に掲げる事項 など）

＜質疑なし 説明済みとして処理＞

②今後のスケジュールについて
＜事務局より資料３に基づき説明 以下要旨＞

・現在、以下の調査事業を進めている。
（計画策定に向けた調査 ・ 国学院大学課題解決型学習において「こども・若者・
子育て当事者にとって 居心地の良いサードプレイスってなんだろう？」）

・第２回会議を８月上旬実施予定。第２回では、各種調査結果の報告を行い、特に重点
となる目標について協議を行う。
・第３回会議を８月下旬に実施する予定で、第２回会議で議論した重点となる目標の具
体的な事業や政策について協議を行う。また、条例６条に基づく関係者を含めた、条例
第７条に基づく、政策調査研究部会を設置したい。



・９月から10月にかけて、政策調査研究部会を複数回開催し、「こども・若者・保護者
との意見交換」や「先進事例の調査研究」を行いたい。
・第４回会議を11月上旬に会議を開催し、調査研究部会における調査結果の報告を行い、
（仮称）滝川市こども計画の素案について、協議を行う。
・（仮称）滝川市こども計画の素案について、市民参加手続きを経て、第５回会議を１
月に開催し、（仮称）滝川市こども計画を決定したい。
・現時点では、このように会議を進めていく予定である。

＜質疑なし 説明済みとして処理＞

６ その他

①会議の傍聴について
＜事務局より資料４に基づき説明 以下要旨＞

・傍聴に関する規定を定めたいとするもので、「滝川市子ども・子育て会議の傍聴に関
する要領（案）」のとおり定めることについて、みなさまのご了承をいただきたい。

＜質疑なし 了承＞

②その他
＜委員より＞
委 員）子ども・子育て環境というものに、保育・教育現場も含まれるものだと思う。
全国的な人手不足などの現場の課題などにもアプローチが必要ではないか。ただ、
このアプローチについては、多忙な現場の職員からお時間をいただくことでなくて
も、既存の学校評価などの資料から把握できるものもあると思うので、今後の検討
としていただきたい。

事務局）政策調査研究部会の中で、何かしらの方法で、教育・保育現場へのアプローチ
を検討させていただきたい。

７ 閉 会
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